


















 1 たとえば標準的な事典でもペトロが漁師であったことは自明の記述となっている。Cf. 









 3 ペトロの全体像を描いた主要な文献は以下の通り。Cullmann, O. Petrus. Zürich: 
Zwingli Verlag, 19602（荒井献訳『ペテロ』新教出版社、1965年）; Pesch, R. Simon-Petrus. 
Stuttgart: Anton Hiersemann, 1980; Brown, Raymond E., Donfiried, Karl P., Reumann, 
John （eds.） Peter in the New Testament. Minneapolis, Minn.: Augusburg, 1973（間垣洋助
訳『新約聖書におけるペテロ』聖文社、1977年）; Thiede, C. P. Simon Peter: From Galiee 
to Rome. Exeter; Paternoster, 1986; Perkins, P. Peter: Apostle for the Whole Church. South 
Carolina: Univ. of South Carolina, 1994; Grant, M. Saint Peter: A Biography. New York 
et al.: Scribner, 1994; Dschulnigg, P. Petrus Im Neuen Testament. Stuttgart: Katholisches 
Bibelwerk, 1996; Lampe, P. “Artk. Petrus.” in: RGG4 VI, 1160. Tübingen: Mohr Siebeck, 
2003; 小河陽『パウロとペテロ』 講談社、2005年; Hengel, Martin. Der Unterschätzte Petrus. 
Tübingen: Mohr Siebeck, 2006（川島貞雄訳『ペトロ』教文館、2010年）; Ehrman, Bart 
D. Peter, Paul & Mary Magdalene: The Followers of Jesus in History and Legend. New 
York, N.Y.: Oxford, 2006; 川島貞雄『ペトロ』（人と思想） 清水書院、 2009年; Zwierlein, 
Otto. Petrus in Rom: Die Literarischen Zeugnisse. Berlin/New York: de Gruyter, 2010; 
Becker, Jürgen. Simon Petrus Im Urchristentum. Neukirchen-Vluyn: Neukirchener, 2011; 
Helyer, Larry R. The Life and Witness of Peter. Downers Grove, IL: InterVarsity Press, 
2012；Böttrich, Christfried. Petrus: Fischer, Fels Und Funktionär. Leipzig: Evangelische 
Verlagsanstalt, 2013.
 4 例えば Wiarda, T. Peter in the Gospels. Tübingen: Mohr Siebeck 2000; Schultheisss, 
Tanja. Das Petrusbild im Johannesevangelium. Tübingen: Mohr Siebeck, 2012.
 5 例 え ば 以 下。Gnilka, Joachim. Petrus Und Rom: Das Petrusbild in Den Ersten Zwei 
Jahrhunderten. Freiburg im Breisgau: Herder, 2002; Lapham, F. Peter: The Myth, the Man 
and the Writings. A Study of Early Petrine Text and Tradition. Sheffield: Sheffield UP, 2003; 
Bockmuehl, Markus. Simon Peter in Scripture and Memory. Grand Rapids, Mich.: Baker, 
2012；Bond, Helen K & Hurtado, Larry W. （eds.） Peter in Early Christianity. Grand 
Rapids, Mich.: Eerdmans, 2015. なお研究傾向のまとめとして Döring, L. “Schwerpunkte 
Und Tendenzen Der Neueren Petrusforschung.” Berliner Theologische Zeitschrift 19 
（2002）, 203-23がある。
























 7 以下の本文について、ギリシャ語原文はネストレ＝アー ラント第28版に基づいている。


























































































































12 Freyne, Sean. “The Fisherman from Bethsaida.” in: Bond, Helen K. & Hurtado, 
Larry W. Peter in Early Christianity. Grand Rapids, Mich.: Eerdmans, 2015, 19-29; 
Murphy-O’Connor, Jerome. “Fishers of Fish, Fishers of Men: What We Know From 
the First Disciples From Their Profession.” Bible Review 15/3 （1999）, 26.
13 cf. 小河『パウロとペテロ』28-9頁。




























23:1 Σίμων εἶπεν· Θαυμάζω ἀγαθὲ βασιλεῦ, τύχης τινός [σε] τοῦτον λογίσασθαι, 
































































21 Cf. Davies, W. D. and Allison, Jr. Dale C. The Gospel According to Saint Matthew: A 























22 Cf. Boring, M. Eugene. Mark: A Commentary. Louisville, Kenn.: Westminster John 
Knox, 2006, 59. ただし研究者によって、挙げている旧約参照箇所は異なる。
23 Smith, Charles W. F. “Fishers of Men: Footnotes on a Gospel Figure.” Harvard 




















































挙げる研究者もあるが（cf. Pesch, 16; Perkins, 28）、その立場をとるならば、マルコの召命物
語もマルコ自身が創りだした可能性が高い証拠となるであろう（もっとも、本論はその立場はと
らない）。
30 新約正典文書には、漁師は貧しいというイメー ジは特に示されていない。マルコ1:19-20で
はゼベダイの父が人を雇い、舟を所有していることが述べられ、またルカ5:3ではシモンが舟を
持っていたことが述べられている。小河はペトロの親族が「小さな生産共同体を作り上げてい
た」と推測し、そのゆえにペトロがイエスに従って家を出ていっても一家は経済的に困窮しなかっ
たと考える（小河『パウロとペテロ』36頁）。
31 アー マンは人々がペトロを貧しい現業従事者と考えたがった理由について、最初の二世紀
間のキリスト者たちの多くもまた貧しい階層出身であったからと推測する（Ehrman, 27）。
32 スミスは、カファルナウムで漁師が一般的な職業でないとしたら、四人の職業は召命との
関係で挙げられたと考えたくなるかもしれないが、そんな仮定は不要である（Smith, 194）、と
述べているが、本論では一般的な職業であるからこそペトロらの職業として漁師が当てはめら
れたと考える。
「漁師」ペトロ―史実か虚構か 53
4　まとめ
　ペトロの職業としての「漁師」はその全てがマルコ福音書におけるペトロの
召命記事を根拠としているが、その記事自体の史実性は当然のものではなく、
問い直されるべきものである。イエスの「人間をとる漁師」という言葉のイン
パクトのゆえに、それに適合した召命物語をマルコが創作した可能性がある。
そして、もしこれがマルコの創作になるものであるとすれば、「ガリラヤの貧し
い漁師」がイエスの弟子となったという、弟子たちのイメージにたいするマル
コの貢献はたいへんに大きなものであるといえよう。
